
❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

❹ハイリスク薬に関する事例

メトトレキサート製剤に関連した疑義照会の事例

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうちメトトレキサート製剤に関連した疑義照会の事例が４件報告されていま
す（集計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。

変更
内容 処方された内容 疑義照会の契機となった

情報 変更後の処方内容

用量
変更

リウマトレックスカプセル
２ｍｇ３カプセル分２　
２８日分朝夕食後服用（朝
２－夕１）と記載されてい
た。

リウマトレックスカプセル
２ｍｇは休薬期間が設けら
れている医薬品であり、他
剤は２８日処方であった。

リウマトレックスカプセル
２ｍｇ３カプセル分２　４
日分朝夕食後服用（朝２－
夕１）【週１回土曜日】に
変更となった。

分量
変更

「リウマトレックスカプセ
ル２ｍｇ　６カプセル１日
１回朝食後　金曜日、土曜
日の服用　６日分」の処方
があった。

前回までは、リウマトレッ
クスカプセル２ｍｇを金曜
日に３カプセル、土曜日に
２カプセル服用している患
者であった。

処方医の意図が土曜日の増
量であることがわかり、リ
ウマトレックスカプセル２
ｍｇ　３カプセル１日１回
朝食後　金曜日、土曜日に
分量変更となった。

薬剤
変更

リウマトレックス、フォリ
アミンが新規処方された。

患者に肝炎治療経験の有無
を確認したところＢ型肝炎
の既往歴あり。医師には伝
えていないとの申し出があ
った。

アザルフィジンＥＮ錠
５００ｍｇに変更になった。

用法
変更

処方内容はリウマトレック
スカプセル２ｍｇ３カプセ
ル分２　４日分　週１回木
曜日朝食後２カプセル夕食
後１カプセル服用、フォリ
アミン錠５ｍｇ１錠分１　
４日分　週１回金曜日朝食
後服用と記載あり。

関節リウマチ治療における
メトトレキサート診療ガイ
ドラインでは「葉酸製剤は
５ｍｇ／週以内をメトトレ
キサート最終投与後２４～
４８時間後に投与する」と
されており、金曜日の夕食
後以降に服用するのが妥当
と考えた。

フォリアミン錠５ｍｇは週
１回土曜日朝食後服用に変
更となった。

※　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１８５頁　図表４－２０を改変


